
Q　
平
戸
城
の
イ
ベ
ン
ト
「
平
戸
、
海
の

も
の
が
た
り
」。

　

予
算
は
１
億
２
千
万
で
、
市
の
財
政
か

ら
５
千
万
円
、
残
り
７
千
万
円
を
入
場
料

で
賄
う
計
画
だ
っ
た
。
入
場
料
は
千
円
で
、

入
場
者
数
は
７
万
人
の
予
測
だ
っ
た
。
実

際
に
は
、
い
く
ら
か
か
っ
た
の
か
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

概
算
で
、
１
億
５
０
０
万
円
。

Q　
実
際
の
入
場
者
は
２
万
３
千
人
で
、

入
場
料
が
２
千
３
０
０
万
円
。
市
の
財
政

か
ら
の
５
千
万
と
合
わ
せ
て
７
千
３
０
０

万
円
。
１
億
５
０
０
万
円
に
対
し
て
３
千

２
０
０
万
円
の
赤
字
。

　

赤
字
を
埋
め
る
た
め
に
、
３
月
議
会
で

補
正
を
組
む
の
か
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

そ
の
辺
の
数
字
に
、
落
ち
着
く
と
思
う
。

Q　
市
民
の
間
で
は
、
評
判
が
悪
い
。「
失

敗
し
た
」、「
税
金
の
無
駄
遣
い
」
と
い
う

声
も
聞
く
。
私
も
、
無
謀
な
計
画
だ
っ
た
、

や
は
り
税
金
は
市
民
の
暮
ら
し
の
た
め
に

使
う
べ
き
だ
と
反
省
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
企
画
し
た
側
の
責
任
者
│
│

市
長
と
副
市
長
、
そ
れ
を
認
め
た
市
会
議

員
の
給
与
を
減
額
す
べ
き
だ
。

A　
市
長

　

市
民
の
中
に
は
「
大
変
よ
か
っ
た
」
、

「
次
年
度
も
続
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声

も
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
平
戸
な
ら
で
は
の
魅
力
を

存
分
に
引
き
出
し
た
観
光
、
し
か
も
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
や
光
、
音
楽
、
芸
術
性
を
高

め
た
新
し
い
時
代
に
向
け
た
魅
力
の
観
光

戦
略
。
今
回
の
反
省
を
し
っ
か
り
と
踏
ま

え
な
が
ら
、
次
に
生
か
し
て
ま
い
り
た
い
。

Q　
私
は
当
選
以
来
、
障
害
の
あ
る
皆
さ

ん
や
、
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
の
声
を
市
政

に
届
け
て
き
た
。
市
営
住
宅
に
車
椅
子
で

暮
ら
せ
る
部
屋
を
作
る
こ
と
、
未
来
創
造

館
で
障
害
の
あ
る
皆
さ
ん
を
雇
用
す
る
こ

と
な
ど
。
市
も
、
そ
の
要
望
に
あ
る
程
度

応
え
て
き
た
。

　

９
月
市
議
会
で
は
、
市
役
所
で
の
障
害

者
雇
用
に
つ
い
て
質
し
た
。
平
戸
市
の
雇
用

率
は
法
定
雇
用
率
2
・
5
％
を
大
き
く
下

回
る
1
・
7
％
。
16
人
の
雇
用
が
必
要
だ
が
、

５
人
不
足
。
そ
の
後
の
取
り
組
み
は
。

A　
総
務
部
長

　

一
人
増
え
て
、
４
人
の
不
足
と
な
っ
て

い
る
。
雇
用
の
対
象
は
、
こ
れ
ま
で
は
身

体
障
害
者
の
み
だ
っ
た
が
、
知
的
お
よ
び

精
神
に
障
害
が
あ
る
人
に
も
広
げ
る
。

●
平
戸
城
の
イ
ベ
ン
ト
は
大
失
敗
・
大
赤
字

　
　
　

責
任
を
と
り
、
市
長
・
市
議
は
給
与
の
減
額
を

●
障
害
者
の
雇
用
、
知
的
・
精
神
障
害
の
人
に
も
拡
大
へ

●
観
光
行
政
つ
い
て

　
　
　

Q　
観
光
事
業
者
の
行
政
依
存
度
が
強
過

ぎ
る
と
思
う
。

　

行
政
主
体
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
を
脱
却
す

る
べ
き
。

　

赤
字
を
行
政
が
担
う
よ
う
で
は
平
戸
観

光
の
再
生
は
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

本
市
は
他
市
に
比
べ
歴
史
資
源
が
豊
富

で
あ
り
、
史
実
に
基
づ
い
た
記
念
事
業
は

低
迷
す
る
平
戸
観
光
の
一
助
と
し
て
開
催

し
、
担
当
者
や
実
行
委
員
会
と
協
議
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
等
で
開
催
で
き
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
シ
フ
ト
変
更
し
、
見
直

し
を
図
っ
て
い
く
。

Q　
市
内
の
有
料
施
設
の
①
入
場
者
数
、

②
全
体
収
入
、 

③
入
場
料
収
入
、 

④
指
定

管
理
料
、 

⑤
建
築
完
成
年
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　
全
て
平
成
29
年
度
決
算
ベ
ー
ス
で
、

　

平
戸
城
は
①
６
万
７
，
７
４
９
人
、　

②
４
，
２
５
９
万
８
，
３
１
０
円
、  

③
３
，

０
７
２
万
９
，
６
１
０
円
、
④
１
，
１
８

１
万
２
千
円
、
⑤
昭
和
37
年
。

　

切
支
丹
資
料
館
は
、
①
３
，
６
０
８
人
、

②
３
６
６
万
６
千
円
、
③
64
万
８
千
円
、
④

３
０
１
万
８
千
円
、
⑤
昭
和
57
年
。

　

島
の
館
は
①
１
万
７
，
８
７
０
人
、
②
２
，

７
８
３
万
９
，
８
７
０
円
、
③
７
６
１
万
１
，

８
７
０
円
、
④
２
，
０
２
２
万
８
千
円
、
⑤

平
成
７
年
。

　

た
び
ら
昆
虫
自
然
園
は
、  

①
９
，
２

４
０
人
、  

②
１
，
７
２
２
万
１
，
１
４

０
円
、  

③
２
９
５
万
４
，
１
５
０
円
、  

④
１
，
４
２
２
万
８
千
円
、
⑤
平
成
４
年
。

　

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
、  

①
３
万
１
，

５
６
５
人
、  

②
３
，
６
８
４
万
３
，
２

７
６
円
、  

③
６
４
９
万
３
，
２
２
６
円
、  

④
１
，
６
０
０
万
円
、
⑤
平
成
22
年
。

Q　
今
後
、
改
修
費
用
も
か
か
り
、
財
政

負
担
が
厳
し
く
な
る
前
に
、
直
営
や
指
定

管
理
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
無
料
に
し
て
管
理

人
だ
け
置
く
と
か
、
入
場
料
の
見
直
し
や

管
理
方
法
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A　
市
長

　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
効
果
を

期
待
し
た
が
、
平
戸
城
を
除
く
観
光
施
設

の
多
く
は
入
場
者
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

　

今
後
は
十
分
実
態
を
把
握
し
て
、
取
り

組
む
べ
き
課
題
と
し
て
見
直
し
、
管
理
方

法
を
検
討
す
る
。

●
持
続
可
能
な
地
域
特
性
の
発
揮
に
向
け
て

　

〜
相
乗
的
価
値
を
生
み
出
す
仕
組
み
作
り
を
〜

　
　
　

Q　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
は
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
重
要
な
産
業
で
あ

る
。
本
市
は
良
好
な
風
況
で
あ
り
、
全
国

に
先
が
け
風
力
発
電
事
業
を
行
な
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
前
回
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、

世
界
遺
産
登
録
に
代
表
さ
れ
る
文
化
観
光

の
視
点
か
ら
、「
景
観
計
画
重
点
区
域
や

重
要
文
化
的
景
観
選
定
地
域
に
あ
る
市
直

営
の
風
車
は
も
う
リ
プ
レ
ー
ス
（
施
設
の

建
て
替
え
）
し
な
い
。
市
直
営
で
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
１
回
の
み
の
リ
プ
レ
ー
ス
を
許

す
」
と
い
う
見
解
が
表
明
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
の
ク
リ
ー

ン
な
営
み
を
許
容
で
き
な
い
の
は
納
得
い
か

な
い
。
風
車
に
限
ら
ず
該
当
地
域
に
お
い

て
は
産
業
育
成
の
面
で
制
約
が
生
ま
れ
る

だ
け
で
あ
る
。
改
め
て
見
解
を
問
う
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

ご
指
摘
の
と
お
り
説
明
し
て
い
た
が
、

「
専
門
家
に
よ
る
遺
産
影
響
評
価
委
員
会

の
審
議
で
影
響
な
し
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、

通
常
の
土
地
利
用
の
規
制
手
続
き
と
変
わ

ら
な
い
」
と
訂
正
し
た
い
。

Q　
か
つ
て
日
本
一
と
な
っ
た
本
市
の
ふ
る

さ
と
納
税
が
苦
戦
し
て
い
る
。
楽
天
な
ど

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
新
た
に
登
録
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
返
礼
品
合
戦

か
ら
脱
却
し
、
制
度
本
来
の
趣
旨
に
立
ち

返
る
こ
と
が
、
か
つ
て
寄
附
額
日
本
一
に
な

っ
た
平
戸
市
の
志
向
す
る
べ
き
道
で
あ
る

と
思
う
。

　

例
え
ば
ま
ち
協
の
人
脈
を
活
用
し
、
地

元
出
身
の
同
級
生
・
親
戚
な
ど
に
寄
附
を

募
っ
て
も
ら
い
、
応
分
の
成
果
報
酬
を
支

払
っ
て
は
ど
う
か
。
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
経
由

で
寄
附
が
あ
る
と
１
割
程
度
を
サ
イ
ト
に

支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
大
事
な
寄

附
金
の
１
割
を
外
部
流
出
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
ま
ち
協
の
活
力
と
し
て
使
え
ば
市

内
に
お
金
が
循
環
し
一
石
二
鳥
で
あ
る
。
本

当
に
平
戸
市
を
応
援
し
た
い
人
の
真
心
に

訴
え
、
寄
附
金
を
市
の
活
動
に
充
て
る
こ

と
こ
そ
、
こ
の
制
度
の
本
質
で
あ
る
。

A　
市
長

　

近
藤
議
員
か
ら
「
平
戸
市
は
返
礼
品
合

戦
に
く
み
し
た
の
か
！
」
と
指
摘
さ
れ
、

胸
に
突
き
刺
さ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
ご
指

摘
の
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
思
う
し
、
本

来
の
「
ふ
る
さ
と
を
思
う
人
た
ち
が
寄
附

を
す
る
」
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
れ

ば
目
的
に
か
な
う
。

　

今
後
、
関
係
団
体
の
意
見
も
伺
い
な
が

ら
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

●
平
戸
城
再
築
城
３
０
０
周
年
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

●
学
校
施
設
へ
の
空
調
導
入
お
よ
び
公
共
事
業
に
つ
い
て

●
い
き
い
き
お
で
か
け
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
　
　

Q　
平
戸
城
再
築
城
３
０
０
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
の
入
場
者
が
伸
び
悩
ん
だ
原
因
は

何
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
の
か
。

A　
市
長

　

台
風
や
週
末
に
雨
天
や
旅
行
商
品
を
造

成
し
て
も
催
行
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
Ｃ

Ｍ
を
放
映
し
た
が
イ
ベ
ン
ト
イ
メ
ー
ジ
を

訴
求
で
き
ず
に
来
場
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
来
場
者
が
40
代
以

下
の
人
が
７
割
で
あ
り
、
平
戸
に
来
訪
す

る
観
光
客
は
50
代
以
上
と
思
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
が
ミ
ス
マ
ッ
チ

だ
っ
た
こ
と
が
要
因
。

Q　
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
の
取
り
組
み
方
を

再
考
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
平
戸
の

観
光
に
お
い
て
九
州
の
西
の
端
と
い
う
地
理

的
に
不
利
な
場
所
に
あ
り
、
何
か
の
目
的

が
な
け
れ
ば
来
て
い
た
だ
け
な
い
所
だ
と
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
休
耕
田
を
利
用
し
て
季

節
の
花
で
観
光
客
を
呼
び
寄
せ
る
取
り
組

み
が
で
き
な
い
か
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

現
在
、
各
地
域
に
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
置
か
れ
て
お
り
、
関
係
各
課
等
と
も
相

談
し
て
、
改
め
て
取
り
組
み
た
い
。 

Q　
今
回
、
小
中
学
校
に
空
調
設
置
を
す

る
と
い
う
こ
と
は
国
の
方
針
転
換
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と
思
う
が
、
特
徴
的
な
メ
リ

ッ
ト
は
何
な
の
か
。

A　
教
育
次
長

　

平
戸
市
の
空
調
設
置
全
体
予
算
が
２
億

７
０
０
万
円
と
試
算
す
る
と
、
実
質
地
方

負
担
が
26
・
７
％
と
な
り
昨
年
度
よ
り
も

25
％
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
市

負
担
が
約
５
，
２
０
０
万
円
程
度
軽
減
さ

れ
る
と
い
う
見
込
み
に
な
る
。

Q　
な
ぜ
生
月
の
公
共
事
業
に
つ
い
て
工

期
の
延
長
等
が
続
い
て
い
る
の
か
。

A　
生
月
支
所
長

　

申
請
手
続
き
の
不
備
や
天
候
不
良
な
ど

の
ほ
か
、
地
質
調
査
や
地
盤
調
査
等
の
不

手
際
に
よ
る
も
の
も
あ
っ
た
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。

Q　
高
齢
者
い
き
い
き
お
で
か
け
支
援
事

業
に
つ
い
て
、
使
い
方
等
の
指
導
不
足
に
よ

り
、
利
用
者
に
混
乱
を
招
い
た
と
聞
い
て

い
る
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

A　
福
祉
部
長

　

事
実
、
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
指

導
に
努
め
る
。
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